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今
年
度
も
昨
年
に
続
き
、
１

月
２５
日
㈫
に
宮
城
県
仙
台
市
で

予
定
し
て
い
た
令
和
４
年
度
通

常
総
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
に
伴
い
、
書
面
に
よ

る
総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

１

回
答

回
答
社
園
２
４
２

名
／
会
員
４
１
２
名
中
（
回

答
率
５８
・
７４
％
）

な
お
、
日
本
植
木
協
会
定
款
第

１８
条
に
規
定
す
る
過
半
数
を
超

え
て
お
り
、
書
面
に
よ
る
総
会

が
成
立
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。
詳
細
は
全
会
員
に

郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

２

議
事

第
１
号
議
案

令
和
３
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て

承
認

第
２
号
議
案

令
和
３
年
度
決

算
報
告
及
び
監
査
報
告
承
認

第
３
号
議
案

令
和
４
年
度
事

業
計
画
（
案
）
承
認

第
４
号
議
案

令
和
４
年
度
収

支
予
算
（
案
）
承
認

第
５
号
議
案

役
員
の
選
任
に

つ
い
て

承
認

３

結
果

第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議

案
ま
で
の
す
べ
て
の
議
案
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の

中
で
の
書
面
総
会
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
制
限
の
あ
る
中
で

の
運
営
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
当
協
会
の
一
層
の
発
展
に

向
け
て
役
員
一
同
で
承
認
を
し

た
事
業
計
画
等
を
進
め
て
行
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
通
常
総
会
に
つ

き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

等
の
た
め
、
書
面
で
の
議
決
と

し
、
令
和
４
年
２
月
２８
日
必
着

で
回
答
書
を
ご
提
出
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
下
記
の

と
お
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１

回
答

回
答
社
園
４０
名
／

７１
会
員
中

未
回
答
３１
人

回
答
率
５６
・
３
％

２

議
事

第
１
号
議
案

①
令
和
３
年
度

事
業
報
告

承
認

②
令
和
３
年
度
決
算
報
告
及

び
監
査
報
告

承
認

第
２
号
議
案

部
会
会
則
の
改

正
に
つ
い
て

承
認

第
３
号
議
案

役
員
改
選
に
つ

い
て

承
認

第
４
号
議
案

①
令
和
４
年
度

事
業
計
画
（
案
）
承
認

②
令
和
４
年
度
収
支
予
算

（
案
）
承
認

そ
の
他

次
期
通
常
総
会
開
催

地
に
つ
い
て

次
期
総
会
候

補
地
は
東
京
、
状
況
に
よ
っ

て
は
書
面
、
も
し
く
は
オ
ン

ラ
イ
ン
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

３

結
果

第
１
号
議
案
か
ら

第
４
号
議
案
ま
で
す
べ
て
の

議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
各
議
題
に
お
い
て
、

ご
意
見
・
ご
要
望
等
に
つ
き

ま
し
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態

宣
言
の
中
で
の
書
面
総
会
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
弊
部
会

の
活
動
も
制
限
の
あ
る
中
で
、

前
向
き
な
計
画
を
ご
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
。

新
年
度
も
夢
の
あ
る
新
樹
種

の
啓
蒙
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

令
和
４
年
度
コ
ン
テ
ナ
部
会

通
常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
徹
底
か

ら
２
月
２
日
㈬
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
総

会
参
加
者
は
部
会
員
１
０
４
社

園
中
３６
社
園
が
出
席
し
た
他
、

協
会
役
員
２
社
園
、
協
力
会
員

４
社
５
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し

た
。総

会
は
吉
澤
信
行
部
会
長
、

宍
倉
孝
行
協
会
前
会
長
、
佐
久

定
規
協
会
新
会
長
お
よ
び
村
田

利
博
担
当
理
事
の
挨
拶
が
な
さ

れ
た
後
、
北
海
道
支
部

真
鍋

庭
園
苗
畑
の
眞
鍋
憲
太
郎
氏
が

議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
同

様
に
議
事
録
署
名
人
と
し
て
、

北
海
道
支
部

㈲
石
田
農
園
の

石
田
浩
司
氏
と
岩
手
県
支
部

小
岩
井
農
牧
㈱
の
佐
々
木
理
史

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

眞
鍋
議
長
の
円
滑
な
議
事
進

行
の
も
と
、（
第
１
号
議
案
）

令
和
３
年
度
事
業
報
告
、（
第

２
号
議
案
）
令
和
３
年
度
決
算

報
告
及
び
監
査
報
告
、（
第
３

号
議
案
）
令
和
４
年
度
事
業
計

画
案
、（
第
４
号
議
案
）
令
和

４
年
度
収
支
予
算
案
が
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
案
の
注
目
点
と
し

て
、
①
調
査
・
研
究
委
員
会
で

は
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
小
委
員
会
」
を
設
置

し
、
食
品
・
飲
料
な
ど
樹
木
の

新
た
な
用
途
探
査
を
図
る
、
②

生
産
技
術
・
研
修
委
員
会
で
は

春
季
・
資
材
特
別
セ
ー
ル
に
部

会
補
助
還
元
策
を
設
け
て
部
会

会
費
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、（
第
５
号
議
案
）

令
和
４
年
度
〜
令
和
５
年
度
役

員
改
選
案
は
賛
成
多
数
を
も
っ

て
承
認
さ
れ
、
松
村
幹
了
氏
、

川
村
和
泉
氏
、
中
村
健
次
氏
、

田
中
晴
晃
氏
、
吉
澤
信
行
氏
、

飯
田
貴
大
氏
、
葛
西
信
彦
氏
、

岩
田
悠
揮
氏
、
恒
石
昌
夫
氏
、

清
瀧
陽
平
氏
、
黒
田

剛
氏
、

森
田
善
朗
氏
が
部
会
役
員
に
就

任
し
ま
し
た
。
以
上
で
審
議
事

項
は
全
て
終
了
し
、
眞
鍋
議
長

は
降
壇
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
で
は
従
業
員
永
年

勤
続
表
彰
者
と
し
て
㈲
晴
耕
園

苗
畑
の
今

直
樹
氏
、
㈲
田
村

山
林
緑
化
農
園
の
川
村
和
泉

氏
、
㈲
ガ
ー
デ
ン
二
賀
地
の
今

井
康
治
氏
が
紹
介
さ
れ
、
拍
手

を
も
っ
て
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
会
社
園
の
紹
介
で

は
栃
木
県
支
部
石
川
環
境
緑
化

㈱
の
掃
部
庸
司
氏
が
挨
拶
さ

れ
、
総
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。総

会
終
了
後
の
小
休
憩
を
挟

み
、
楽
天
グ
ル
ー
プ
㈱
Ｅ
Ｃ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
の
小
室
一

喜
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
楽

天
市
場
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

〜
Ｅ
Ｃ
か
ら
緑
化
推
進
を
〜
」

の
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
国
内
Ｅ
コ
マ
ー

ス
流
通
総
額
４
・
５
兆
円
を
取

り
扱
い
、
市
場
シ
ェ
ア
約
４
割

を
有
す
る
楽
天
グ
ル
ー
プ
は
ア

パ
レ
ル
、
食
品
・
産
直
品
、
生

活
雑
貨
な
ど
多
く
の
商
品
ジ
ャ

ン
ル
で
高
い
流
通
規
模
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
楽
天
ポ
イ
ン
ト
に

よ
る
購
入
促
進
に
加
え
、
店
舗

運
営
シ
ス
テ
ム
や
ス
ー
パ
ー
セ

ー
ル
な
ど
の
販
売
企
画
な
ど
が

集
客
に
貢
献
し
、
楽
天
グ
ル
ー

プ
の
流
通
総
額
は
毎
年
着
実
な

増
加
を
み
せ
る
好
循
環
と
な
っ

て
い
ま
す
。

小
室
氏
は
緑
化
関
連
で
好
調

な
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
事
例
を
具
体
的

に
紹
介
す
る
と
共
に
出
店
費
用

等
の
コ
ス
ト
面
等
に
つ
い
て
丁

寧
な
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
＆
Ａ
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
他

の
Ｅ
コ
マ
ー
ス
と
の
商

品
返
品
等
の
対
応
の
違

い
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
立

ち
上
げ
か
ら
収
益
化
ま

で
の
平
均
期
間
、
送
料

無
料
と
販
売
価
格
と
の

関
係
な
ど
活
発
な
質
疑

応
答
が
あ
り
、
充
実
し

た
内
容
の
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

今 直 樹 氏 ㈲晴耕園苗畑（北海道）

川 村 和 泉 氏 ㈲田村山林緑化農園（秋田県）

今 井 康 治 氏 ㈱ガーデン二賀地（宮城県）

山 岸 勝 博 氏 ㈱コワタ（福島県）

柿 畑 弘 志 氏 ㈲仲田種苗園（福島県）

（
一
社
）日
本
植
木
協
会

令
和
４
年
度
書
面
通
常
総
会

コ
ン
テ
ナ
部
会

令
和
４
年
度
通
常
総
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

議長を務めた眞鍋憲太郎氏

従業員永年勤続表彰

オンライン総会参加の方々

新
樹
種
部
会

令
和
４
年
度
書
面
通
常
総
会

記念講演会講師 小室一喜氏
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副
会
長鵜

飼

幸
治

㈲
鵜
飼
農
園

三
重
県息子の勇希さん（右側）と

副
会
長辰

巳

広
之

㈱
植
広
園

兵
庫
県

副
会
長

生
駒

順

生
駒
植
木
㈱

神
奈
川
県

専
務
理
事二口

文
彦

事
務
局
長

理
事眞

鍋

憲
太
郎

真
鍋
庭
園
苗
畑

北
海
道圃場の紅葉したカエデにて

理
事

高
橋

慶
治

㈲
染
谷
植
物
園

埼
玉
県

理
事

川
口

健
一

㈲
川
繁
園

千
葉
県

趣
味
な
ど

趣
味
は
ゴ
ル
フ
。
し
か
し
な

が
ら
昨
年
の
夏
か
ら
関
節
リ
ウ

マ
チ
を
患
い
週
２
回
の
サ
ウ
ナ

通
い
が
憩
い
の
時
間
で
す
。

今
ま
で
に
得
た
も
の
は
？

４０
歳
ま
で
青
年
会
議
所
に
属

し
て
お
り
、
そ
の
時
期
に
一
緒

に
活
動
し
た
先
輩
後
輩
が
お
客

さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た
り
と

今
だ
に
関
係
が
続
い
て
お
り
、

人
と
の
出
会
い
は
大
事
に
す
べ

き
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

社
園
の
紹
介

シ
ラ
カ
シ
・
ケ
ヤ
キ
の
大
径

木
を
ほ
と
ん
ど
処
分
し
て
、
現

在
は
シ
ラ
カ
シ
・
コ
ブ
シ
・
カ

ツ
ラ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
等
の
株
立

ち
の
生
産
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
継
続
的
に
花
水
木
（
赤
）

（
白
）
は
生
産
し
て
、
長
男
の

会
社
は
ソ
テ
ツ
・
コ
コ
ス
ヤ
シ

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

会
長
に
な
ら
れ
た
抱
負

一
般
社
団
法
人
移
行
に
伴

い
、
会
員
方
々
に
わ
か
り
に
く

い
会
計
処
理
が
な
さ
れ
て
い
た

公
益
目
的
支
出
計
画
事
業
会
計

が
昨
年
度
で
終
了
し
、
今
後
簡

素
明
確
な
会
計
処
理
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
各

委
員
会
が
実
施
し
て
い

る
対
外
的
研
修
会
・
検

定
試
験
な
ど
で
利
益
を

確
保
す
る
事
業
展
開
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
２
年
間

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
研

修
会
・
総
会
・
理
事
会

等
が
中
止
又
は
リ
モ
ー
ト
会
議

対
応
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
理
事
会
な
ど
を
リ
モ
ー
ト

に
よ
る
会
議
開
催
を
増
や
す
こ

と
に
よ
り
理
事
会
の
交
通
費
削

減
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
こ
こ

数
年
の
会
員
退
会
に
よ
り
会
員

数
が
４
１
０
名
ほ
ど
に
激
減
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
か
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
組
織
改
革
が

急
務
で
あ
る
の
は
事
実
で
す
。

そ
し
て
時
代
に
適
し
た
委
員
会

設
立
・
改
正
が
必
要
な
の
は
今

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

令
和
７
年
は
大
阪
、
令
和
９

年
に
は
横
浜
で
博
覧
会
が
開
催

さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま

す
。
協
会
と
し
て
は
、
迅
速
に

情
報
を
会
員
の
皆
様
に
発
信
し

て
、
商
売
の
機
会
を
模
索
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

京
都
芳
樹
園
様
に
て
３
年
間

小
僧
を
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
、

早
３３
年
が
経
ち
、
気
持
ち
は
若

く
て
も
新
聞
の
文
字
は
見
づ
ら

く
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
か
ら
飛

び
降
り
る
事
も
な
く
な
り
、
会

話
は
健
康
や
診
察
券
の
枚
数
自

慢
に
な
り
、
気
が
つ
け
ば
植
木

協
会
の
理
事
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。中

部
ブ
ロ
ッ
ク
の
選
出
理
事

と
し
て
２
期
４
年
勤
め
さ
せ
て

頂
き
、
新
樹
種
部
会
と
供
給
可

能
量
調
査
委
員
会
を
担
当
し
、

今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
事
柄

が
多
く
、
協
会
の
活
動
や
事

業
、
勉
強
会
を
活
か
せ
て
な

く
、
機
会
や
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し

て
い
た
事
に
気
付
き
ま
し
た
。

理
事
と
な
っ
て
先
代
の
方
々
の

ご
苦
労
と
尽
力
を
知
り
、
改
め

て
こ
の
協
会
の
重
要
さ
を
知
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
理
事

の
方
々
や
委
員
、
事
務
局
の

方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
持
て
た
事
は
、
自
分
自
身

の
財
産
と
な
り
、
非
常
に
多
く

の
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。今

回
、
３
期
目
を
引
き
受

け
、
少
し
で
も
よ
り
良
い
植
木

協
会
と
な
る
様
に
活
動
し
て
行

く
所
存
で
す
。
現
状
と
し
ま
し

て
は
、
運
営
資
金
の
枯
渇
化
が

最
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
以
前
の
理
事
の
方
の
尽
力

に
よ
り
、
港
区
赤
坂
の
立
地
と

し
て
は
安
く
抑
え
ら
れ
て
お

り
、
費
用
対
効
果
を
考
え
る
と

今
の
場
所
が
良
い
の
か
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
今
後
の
検
討
課
題

に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
リ

モ
ー
ト
会
議
が
定
着
し
、
交
通

費
の
軽
減
に
よ
り
経
費
削
減
が

図
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
員
減
の
中
で
従
来

と
同
じ
事
業
を
す
る
こ
と
は
物

理
的
に
も
無
理
が
生
じ
ま
す
。

今
後
更
な
る
事
業
の
見
直
し
、

縮
小
、
統
合
と
言
っ
た
点
に
も

取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
所
で
す
。
そ
ん
な
中
、

協
会
と
し
て
の
収
益
事
業
と
し

て
、
協
会
が
所
有
す
る
画
像
の

代
謝
シ
ス
テ
ム
を
構
築
出
来
た

ら
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
協
会

の
関
連
す
る
書
籍
や
各
部
会
で

作
成
し
た
物
品
を
継
続
し
て
販

売
出
来
る
よ
う
な
購
買
部
的
な

も
の
を
作
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
総
会
が
２
年
開
催
出

来
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
情
報
交
換
や
親
睦

を
図
る
機
会
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の

よ
う
な
機
会
を
増
や
し
、
協
会

を
も
っ
と
楽
し
め
る
場
所
に
出

来
た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
２
年
間
は
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ア
ド

バ
イ
ス
や
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ

き
ま
す
様
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
最
近
夢
中
に
な
っ
て
や
っ
て

い
る
こ
と
は
、
三
輪
バ
イ
ク
と

言
わ
れ
る
ト
ラ
イ
ク
で
ツ
ー
リ

ン
グ
に
行
く
こ
と
で
す
。
来
年

還
暦
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
二
輪
の
バ
イ
ク
は
や
め

て
ほ
し
い
と
家
族
に
言
わ
れ

て
、
や
む
な
く
選
ん
だ
の
が
ト

ラ
イ
ク
で
し
た
が
、
そ
れ
が
今

は
大
い
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
は
２
５
０
㏄
に
乗
っ
て
い
ま

す
が
、
近
い
う
ち
に
１
５
０
０

㏄
の
ハ
ー
レ
ー
の
ト
ラ
イ
ク
に

乗
れ
る
こ
と
を
夢
見
て
日
々
仕

事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

②
こ
の
度
、
副
会
長
と
い
う
身

に
余
る
役
職
に
就
か
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
、
今
我
々
が
直
面

し
て
い
る
様
々
な
課
題
を
佐
久

会
長
の
下
、
少
し
で
も
よ
い
方

向
に
解
決
し
て
、
会
員
の
皆
様

が
、
協
会
員
で
あ
る
こ
と
に
メ

リ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
難
問
は
多
々

あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
真
剣

に
取
り
組
み
、
一
歩
で
も
前
に

進
め
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
選
ば

れ
た
理
事
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と

ん
ど
が
、
青
年
部
時
代
に
共
に

幹
事
と
し
て
頑
張
っ
て
き
た

方
々
で
、
あ
の
時
の
よ
う
に
熱

い
思
い
で
邁
進
し
て
行
き
た
い

で
す
。
植
木
が
売
れ
な
い
時
代

に
、
コ
ロ
ナ
禍
と
の
戦
い
と
、

な
か
な
か
手
強
い
相
手
で
す

が
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
た
び
、
副
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
神
奈
川
県
、
生
駒

植
木
株
式
会
社
の
生
駒
で
す
。

緑
化
産
業
、
協
会
事
業
の
充
実

を
念
頭
に
置
き
、
理
事
の
皆
様

と
と
も
に
つ
と
め
て
い
く
つ
も

り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

我
々
、
緑
化
産
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
日
々
著
し
く
変
化

し
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
既
定
の
考
え
方
・
対
応

が
す
べ
て
是
と
す
る
の
で
は
な

く
、
既
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔

軟
で
か
つ
迅
速
な
対
応
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

国
内
需
要
の
拡
大
、
農
産
物

輸
出
の
拡
大
、
後
継
者
育
成
、

世
界
情
勢
の
不
安
定
感
、
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
な
ど
我
々
の
産
業

が
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
象
は
山
積
で
す
。
そ

う
い
っ
た
様
々
な
事
案
も
そ
こ

に
我
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
前

向
き
で
外
向
的
に
発
想
を
転
換

で
き
る
強
い
産
業
、
強
い
協
会

と
な
る
運
営
を
心
掛
け
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

協
会
事
業
が
内
向
的
で
な
い

広
く
資
質
の
向
上
を
求
め
る
も

の
と
な
り
、
そ
れ
が
生
産
意
欲

の
向
上
、
生
産
物
品
質
の
向
上

の
気
運
醸
成
を
促
進
し
、
さ
ら

に
は
我
々
緑
化
産
業
従
事
者
の

生
活
地
位
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
行
政
・
他
業
界
団
体
等
と
連

携
し
な
が
ら
協
会
運
営
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
力

添
え
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

①
道
具
に
こ
だ
わ
り
４０
年
以
上

も
や
っ
て
い
る
が
、
少
し
も
上

手
に
な
ら
な
い
、
萬
年
１
０
０

切
り
目
差
し
の
ゴ
ル
フ

②
設
立
以
来
５０
年
を
迎
え
た
一

般
社
団
法
人
日
本
植
木
協
会
専

務
理
事
に
推
薦
さ
れ
就
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
様

な
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
会
員

の
皆
様
の
ご
助
言
、
ご
協
力
を

あ
お
ぎ
業
務
に
邁
進
し
て
い
く

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
植
木
の
生
産
育
成
以
外
に
、

特
段
の
趣
味
も
特
技
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

②
北
海
道
の
十
勝
平
野
・
帯
広

市
に
て
、
植
木
の
生
産
育
成
販

売
を
し
て
い
ま
す
。

高
祖
母
や
曾
祖
父
母
が
、
明

治
時
代
に
四
国
か
ら
民
間
開
拓

で
北
海
道
へ
移
住
。
祖
父
が
造

林
苗
木
と
植
木
の
生
産
販
売
を

始
め
た
の
が
、
弊
社
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
開
拓
農
家
だ
っ
た
の

で
畑
の
面
積
は
広
い
で
す
が
、

極
寒
の
田
舎
な
の
が
問
題
点
。

他
の
植
木
屋
さ
ん
が
作
る
の

を
躊
躇
す
る
・
成
長
が
遅
く
て

時
間
の
か
か
る
植
物
・
接
木
や

挿
木
で
増
殖
が
面
倒
な
植
物
・

営
業
や
広
告
宣
伝
が
必
要
な
新

樹
種
、
と
い
う
特
色
で
他
と
の

競
合
を
避
け
つ
つ
、
な
ん
と
か

植
木
屋
を
営
ん
で
い
ま
す
。
観

光
庭
園
も
必
要
に
駆
ら
れ
て

の
、
生
き
て
育
つ
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
と
し
て
運
営
。

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と

し
て
の
地
区
理
事
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
の
で
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
業

界
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
。

①
週
末
に
家
内
と
ド
ラ
イ
ブ
が

て
ら
近
県
の
道
の
駅
へ
行
き
季

節
を
感
じ
、
ご
当
地
グ
ル
メ
を

堪
能
し
て
次
週
の
仕
事
へ
の
英

気
を
養
い
、
時
に
は
自
宅
で
の

ん
び
り
一
人
で
好
き
な
映
画
を

鑑
賞
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

い
ま
す
。
い
つ
も
居
眠
り
ば
か

り
で
家
族
に
笑
わ
れ
て
い
ま
す

が
。

②
当
社
は
も
と
も
と
農
家
で
大

和
芋
や
米
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
曾
祖
父
が
植
木
が
好
き

で
、
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
父
の
初

代
社
長
が
本
格
的
に
植
木
の
生

産
・
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
若

く
し
て
初
代
社
長
を
亡
く
し
、

無
我
夢
中
で
３０
年
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
本
業
の
傍
ら
染

谷
花
し
ょ
う
ぶ
園
を
母
親
と
と

も
に
絶
や
さ
ぬ
よ
う
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
こ
れ

も
私
の
周
り
の
皆
様
方
（
家

族
・
従
業
員
・
近
所
の
生
産
者

様
・
お
客
様
）
の
お
蔭
様
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
お
か
げ
さ
ま
」
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
植
木
の
気
持

ち
と
お
客
様
の
気
持
ち
を
繋
ぐ

こ
と
の
出
来
る
企
業
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
役

員
就
任
に
あ
た
り
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
だ
か
ら
こ

そ
全
国
が
繋
が
れ
る
会
に
な
り

ま
す
よ
う
ご
協
力
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
お
か
げ
さ
ま
を
忘
れ
ず

に
。（

一
社
）
日
本
植
木
協
会
の

（
一
社
）日
本
植
木
協
会

新
役
員
体
制
紹
介

今
年
度
か
ら
の
新
役
員
体
制
が
発
足
し
ま
し
た
の
で
、
新
会
長
を
は
じ
め
新
理
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

副
会
長
・
理
事
・
監
事
の
質
問

①
趣
味
な
ど

②
紹
介
や
抱
負
な
ど

会
長

佐
久

定
規

㈲
千
代
田
緑
地
茨
城
県
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理
事

石
井

新
次

石
井
農
園

神
奈
川
県家族とキャンプ

理
事

村
田

利
博

㈱
レ
コ
ム
グ
リ
ー
ン

愛
知
県

理
事
す

だ
隅
田

盛
和

㈲
隅
田
農
園

京
都
府

理
事

内
山

淳

㈱
山
都
屋

岡
山
県

理
事

古
賀

晃
㈲
大
福

福
岡
県従業員の方と

理
事

西
郷

純
一

西
郷
農
園

鹿
児
島
県

監
事

髙
橋

一
男

大
塚
緑
化

埼
玉
県

監
事

中
西

誠

㈱
中
西
園
材

滋
賀
県

社
外
監
事岡

部

清

庭
の
植
物

シ
モ
バ
シ
ラ

シ
ソ
科

冬
の
朝
の
気
温
が
氷
点
下
に

な
る
と
枯
れ
た
茎
に
氷
の
結

晶
（
氷
の
花
）
が
で
き
る
。

３
期
目
の
理
事
と
な
り
ま
す
。

海
外
事
業
委
員
会
、
庭
園
樹
部

会
担
当
理
事
、
古
株
と
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足

で
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
助
言

ご
協
力
を
仰
ぎ
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

全
国
的
に
放
置
竹
林
が
存
在

し
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
関

係
の
補
助
金
で
小
型
の
粉
砕
機

を
導
入
し
、
竹
粉
（
竹
パ
ウ
ダ

ー
）
作
り
、
ぼ
か
し
堆
肥
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
た

松
類
、
モ
ミ
ジ
類
の
接
ぎ
木
を

し
て
い
ま
す
が
、
成
功
率
の

ア
ッ
プ
が
課
題
で
す
。

①
趣
味
は
ス
キ
ー
、
カ
ヌ
ー
、

キ
ャ
ン
プ
等
で
す
が
、
ス
キ
ー

は
今
で
も
行
き
ま
す
が
、
カ
ヌ

ー
は
ご
無
沙
汰
状
態
。
キ
ャ
ン

プ
は
昨
今
の
ブ
ー
ム
と
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
密
を
避
け
て
の
は
ず

な
の
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
密
に

な
っ
て
い
て
行
け
て
い
ま
せ

ん
。
い
っ
そ
圃
場
の
一
部
に
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
作

ろ
う
か
と
検
討
し
て
い
る
昨
今

で
す
。

②
私
ど
も
は
神
奈
川
県
横
浜
市

と
千
葉
県
君
津
市
に
圃
場
が
あ

り
横
浜
は
一
時
仮
植
や
見
本
園

の
意
味
合
い
が
多
く
、
生
産
は

千
葉
農
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
植
木
業
界
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
日
本
植

木
協
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

何
か
を
考
え
、
よ
り
利
益
の
出

る
状
態
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

微
力
で
す
が
他
の
会
員
、
役
員

の
方
々
と
と
も
に
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
び
２
期
目
の
理
事
に

就
任
し
ま
し
た
。
１
期
目
は
コ

ン
テ
ナ
部
会
、
２
期
目
は
植
生

調
査
委
員
会
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
弊
社
は
コ
ン
テ

ナ
苗
の
生
産
、
流
通
を
主
と
し

て
お
り
ま
す
関
係
か
ら
協
会
の

担
当
も
こ
れ
に
近
い
部
会
や
委

員
会
に
就
か
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

１
期
目
の
２
年
間
は
コ
ロ
ナ

禍
で
東
京
で
の
会
議
に
は
あ
ま

り
行
け
ず
リ
モ
ー
ト
で
の
参
加

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
の
で
理
事

の
面
々
と
の
意
思
の
疎
通
や
親

睦
を
図
る
時
間
が
少
な
か
っ
た

事
が
残
念
で
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
協
会
の
抱
え
る
会
員
減

少
に
伴
う
会
費
の
減
少
を
補
う

為
に
は
リ
モ
ー
ト
会
議
は
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
は
あ
り
ま

す
。
今
後
も
理
事
会
や
委
員

会
、
部
会
な
ど
で
リ
モ
ー
ト
会

議
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
趣
味
は
運
動
不
足
解

消
の
為
、
ゆ
る
い
ゴ
ル
フ
を
近

く
の
平
尾
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

で
仲
間
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ハ
ン
デ
ィ
は
１４
で
す
が
練
習
不

足
の
結
果
、
今
は
こ
の
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
愛
犬
の
ポ
メ

ラ
ニ
ア
ン
の
コ
ロ
ン
と
散
歩
し

た
り
ド
ラ
イ
ブ
す
る
の
も
好
き

で
す
。
コ
ロ
ナ
が
お
さ
ま
っ
て

く
れ
ば
ド
ッ
グ
ホ
テ
ル
に
で
も

泊
ま
り
に
い
き
た
い
も
の
で

す
。弊

社
は
愛
知
県
の
東
部
に
位

置
す
る
人
口
３７
万
人
の
程
よ
い

地
方
都
市
で
あ
り
か
つ
農
業
生

産
も
多
い
豊
橋
市
の
港
湾
が
あ

る
西
部
地
区
の
神
野
新
田
に
あ

り
会
社
か
ら
直
線
で
５
０
０
ｍ

ほ
ど
で
豊
橋
港
、
神
野
ふ
頭
で

す
。
こ
の
港
は
車
の
輸
出
入
が

メ
イ
ン
で
輸
出
は
ト
ヨ
タ
・
ス

ズ
キ
、
輸
入
は
ワ
ー
ゲ
ン
・
ベ

ン
ツ
・
ジ
ャ
ガ
ー
・
ロ
ー
バ
ー

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
他
で
す
。
気
候

は
温
暖
で
そ
の
気
候
に
向
く
常

緑
や
落
葉
の
ポ
ッ
ト
樹
木
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
山
行

き
用
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
キ
ャ

ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ナ
生
産
も
始
め

ま
し
た
。
簡
単
な
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

①
最
近
ハ
ン
タ
ー
カ
ブ
を
手
に

入
れ
て
乗
り
始
め
て
い
ま
す
。

基
本
は
カ
ブ
な
の
で
ギ
ア
レ
バ

ー
操
作
が
な
い
と
は
い
え
ギ
ア

付
き
は
楽
し
い
で
す
ね
。
一
応

オ
フ
ロ
ー
ド
も
走
れ
る
仕
様
な

の
で
座
面
が
高
く
、
足
の
短
い

私
に
と
っ
て
は
足
つ
き
性
が
悪

い
の
は
苦
労
ど
こ
ろ
で
す
。

②
弊
社
は
小
さ
な
会
社
で
す
の

で
、
大
手
と
は
差
別
化
す
べ
く

果
樹
の
大
苗
を
主
力
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
役
員
を
引
き
受
け
た

の
は
、
協
会
の
会
員
数
の
減
少

傾
向
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。
縁
あ
っ
て
当
協
会

に
所
属
し
て
い
る
以
上
、
協
会

の
繁
栄
を
望
ん
で
い
ま
す
。

社
会
に
対
し
て
影
響
力
を
持

つ
た
め
に
は
会
員
数
は
重
要
な

要
素
で
す
。
運
営
費
を
ど
う
切

り
詰
め
る
か
よ
り
も
、
い
か
に

魅
力
的
な
協
会
と
な
り
、
新
会

員
が
増
え
て
い
く
か
を
考
え
、

実
践
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
て

い
ま
す
。
解
決
に
つ
な
が
る
出

発
点
は
、
全
会
員
の
問
題
意
識

の
共
有
だ
と
思
い
ま
す
。
地
味

で
手
間
が
か
か
る
作
業
に
な
り

ま
す
が
、
こ
こ
を
外
す
と
組
織

の
土
台
が
整
い
ま
せ
ん
。
私
の

業
界
外
の
様
々
な
経
験
を
活
か

し
、
今
ま
で
の
役
員
さ
ん
の
努

力
に
感
謝
を
し
つ
つ
、
違
っ
た

ア
ン
グ
ル
か
ら
協
会
運
営
の
一

助
に
な
れ
る
よ
う
智
慧
を
出
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

①
趣
味
は
、
旅
行
や
温
泉
め
ぐ

り
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
収
束
し
た
ら
日
本
各
地

の
自
然
や
史
跡
を
巡
り
、
温
泉

に
入
っ
て
身
体
を
癒
し
、
美
味

し
い
お
酒
や
料
理
を
愉
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

②
当
社
は
、
昭
和
１８
年
、
叔
父

が
コ
ル
ク
の
原
料
と
な
る
ア
ベ

マ
キ
を
大
量
に
国
産
化
す
る
た

め
に
育
苗
育
樹
す
る
こ
と
を
生

業
に
創
業
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
治
山
・
造
林
用
苗
木
を
は

じ
め
緑
化
樹
・
街
路
樹
等
、
各

種
ポ
ッ
ト
苗
の
生
産
販
売
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
仕
入
販
売
と
造
園
・
環
境

緑
化
工
事
の
設
計
施
工
な
ど
幅

広
く
緑
化
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
よ
り
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
長
と
理
事
を
兼
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

各
委
員
会
や
部
会
な
ど
協
会
活

動
に
あ
ま
り
関
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
会
員
の
皆
様
の
意

見
を
よ
く
聴
き
な
が
ら
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

２
期
目
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
、
福
岡
県
支
部
の
有
限
会

社
大
福
の
古
賀
で
す
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

日
本
植
木
協
会
通
常
総
会
が

２
年
続
け
て
開
催
で
き
ず
、
大

変
残
念
で
あ
り
ま
す
。
世
界
中

が
歴
史
上
に
残
る
厳
し
い
状
況

の
な
か
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

総
会
が
あ
れ
ば
長
年
に
わ
た
り

協
会
運
営
に
功
労
さ
れ
た
役
員

の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
後
も
、
日
本
国
中
た
く
さ

ん
の
場
所
で
万
博
や
大
き
い
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
環
境
緑
化

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

日
本
の
国
土
緑
化
を
守
っ
て

い
く
全
国
組
織
の
日
本
植
木
協

会
が
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い

き
ま
す
よ
う
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
ご
協

力
の
程
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。今

年
度
、
理
事
と
し
て
緑
育

委
員
会
の
担
当
理
事
兼
委
員
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
鹿
児
島
の

西
郷
純
一
で
す
。
２２
歳
で
植
木

業
界
に
入
り
、
青
年
部
幹
事
会

で
切
磋
琢
磨
し
て
い
た
当
時
を

思
い
起
こ
し
、
今
、
緑
化
業
界

へ
の
熱
い
志
が
蘇
っ
て
き
ま
し

た
。近

年
、
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
化

が
進
み
、
地
方
の
町
も
大
都
市

も
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く

発
展
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
緑

が
癒
し
て
く
れ
る
樹
木
の
大
切

さ
や
有
難
さ
は
、
今
も
昔
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。街
路
樹
、公
園
、

地
域
の
豊
か
な
緑
は
、
五
感
を

通
し
て
人
々
の
生
活
環
境
を
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
現
在
、

植
木
業
界
も
厳
し
い
時
代
で
す

が
、
皆
さ
ん
と
知
恵
を
絞
り
、

植
木
産
業
の
発
展
を
念
頭
に
、

魅
力
あ
る
協
会
に
し
て
い
き
た

い
と
心
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

今
期
も
協
会
監
事
を
務
め
さ

せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
よ
り
協
会
本
部
役

員
は
新
体
制
と
な
り
、
理
事
会

は
大
き
な
期
待
と
若
干
の
不
安

で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
監
事
の
業
務
は
財
産
状
況

の
監
査
と
理
事
会
の
業
務
執
行

状
況
の
監
査
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
そ
の
責
務
の
大
き

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
理
事
会

は
協
会
の
業
務
執
行
の
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
は
い
ま
だ

厳
し
く
、
協
会
運
営
も
同
様
に

多
く
の
課
題
の
中
に
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の
中
、

ま
た
皆
が
集
ま
る
経
済
的
負
担

の
大
き
さ
の
た
め
、
リ
モ
ー
ト

に
よ
る
会
議
が
多
く
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
が
、
隣
県
に
居
ま

す
の
で
協
会
事
務
局
の
理
事
会

に
は
可
能
な
限
り
出
席
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
今
、
社
会
と
世
界
は
大

き
な
問
題
を
抱
え
右
往
左
往
、

出
口
を
探
し
て
い
ま
す
。
私
的

に
も
、
自
社
の
経
営
、
地
域
の

役
職
を
担
う
そ
の
課
題
な
ど
な

ど
頭
を
悩
ま
す
こ
と
が
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、
今
と
い
う
時
、

将
来
へ
の
方
向
性
を
考
え
、
頑

張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
ス
マ
ホ
や
Ⅰ
Ｔ
の
普
及

で
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
世
界
が
広
が
っ
て
い

ま
す
が
、
一
方
的
に
知
る
こ
と

と
双
方
向
で
知
り
合
う
こ
と
は

全
く
違
い
ま
す
。
地
域
に
暮
ら

し
て
い
て
今
感
じ
る
こ
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
無
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
都
市
化
す
る
地
域
の
急

激
な
変
化
に
起
因
す
る
も
の

か
、
そ
こ
に
住
む
人
間
の
変
化

な
の
か
、
そ
の
様
な
中
で
意
識

す
る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
預

り
持
つ
物
の
有
用
性
で
す
。
緑

化
業
界
に
身
を
置
き
、
植
木
や

大
地
を
相
手
に
し
て
き
ま
し
た

が
、
経
済
的
側
面
と
共
に
、
人

の
心
を
惹
き
つ
け
る
、
地
域
を

豊
か
に
す
る
ア
イ
テ
ム
を
持
つ

こ
と
を
意
識
し
、
足
元
の
地
域

に
生
か
し
て
い
け
た
ら
と
今
さ

ら
な
が
ら
に
考
え
て
い
ま
す
。

【
子
孫
に
美
田
を
残
し
ま
し
ょ

う
】

今
年
度
よ
り
監
事
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
株
式
会
社
中
西
園

材
の
中
西
で
す
。

弊
社
は
滋
賀
県
守
山
市
で
植

木
の
他
、
石
材
や
緑
化
資
材
等

の
卸
売
り
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

創
業
は
大
正
７
年
で
当
時
は

物
不
足
の
た
め
、
私
の
曽
祖
父

が
野
菜
や
花
苗
の
生
産
を
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
バ
ブ
ル
期
の

緑
化
ブ
ー
ム
の
波
に
の
り
、
取

り
扱
い
品
目
や
圃
場
面
積
を
増

や
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
少
量
多
品
種
の
小
口

の
民
間
材
料
主
体
で
小
回
り
の

利
く
卸
屋
と
し
て
日
々
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

理
事
の
中
で
は
ま
だ
ま
だ
若

輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
先
輩
方

に
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
職
責

を
果
た
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

①
園
芸
、
野
鳥
観
察
、
江
戸
東

京
史
跡
め
ぐ
り

②
公
立
農
業
系
の
高
校
に
在
籍

し
て
い
た
関
係
で
平
成
１４
年
度

よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
専
門
的
な
知
識
は
乏
し
い

の
で
す
が
、
日
本
の
自
然
環

境
、
過
疎
減
少
等
に
関
心
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
災
害
は

別
に
し
て
自
然
に
対
す
る
畏
敬

の
念
が
薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
気
に
な
り
ま
す
。
年
齢
だ
け

は
十
分
に
あ
り
ま
す
の
で
、
何

か
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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オリーブオリーブ カンツバキ赤花と白花カンツバキ赤花と白花

コンテナ農場（100万本生産） 主な生産物
クロマツ　コニファー類　ヤシ類
カシ類　クスノキ　タブノキ
モチノキ　ウバメガシ　オリーブ
カクレミノ　クロガネモチ
サンゴジュ　シマトネリコ
マテバシイ　ヤブツバキ　ヤマモモ
レッドロビン　オウゴンマサキ
カンツバキ（赤花と白花）   サザンカ
シャリンバイ　ツツジ類　トベラ
ハマヒサカキ　ヒサカキ　ミカン類
サクラ類　イロハモミジ    ハナモモなど

リ
モ
ー
ト
記
念
講
演

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
農
林
水
産
業
・
植
木
産
業

『
持
続
可
能
な
地
域
産
業
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
』

東
京
農
業
大
学
・
東
京
大
学
教
授（
元
農
林
水
産
省
事
務
次
官
）

末
松

広
行

氏

青
年
部
会
・
令
和
４
年
度
通

常
総
会
は
、
昨
年
に
続
き
２
度

目
の
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
青
年
部

会
通
常
総
会
を
２
月
９
日
㈬
１３

時
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

定
刻
通
り
、
青
年
部
会
・
幹

事
総
務
委
員
長
の
植
島
春
樹
氏

の
司
会
で
進
行
さ
れ
た
。
総
会

参
加
者
６３
名
、
委
任
状
参
加
５４

名
で
総
会
成
立
の
定
足
数
に
達

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
浅
井

洋
平
副
部
会
長
の
開
会
宣
言
に

続
い
て
、
福
島
啓
輔
部
会
長
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
日
本
植
木

協
会
会
長
佐
久
定
規
氏
の
ご
祝

辞
の
後
、
協
会
顧
問
で
あ
る
有

村
治
子
氏（
参
議
院
議
員
）は
、

グ
ラ
ス
を
持
っ
て
、
こ
の
中
に

カ
エ
ル
が
い
る
と
仮
定
す
る

と
、「
〝
こ
こ
ぞ
！
〞
と
の
時
に

危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
。

世
の
中
の
セ
ン
サ
ー
の
シ
グ

ナ
ル
を
し
っ
か
り
感
じ
取
っ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
本
日
の
記
念
講

演
の
末
松
広
行
さ
ん
は
、
行

動
派
の
エ
ー
ス
で
青
年
部
に

と
っ
て
と
て
も
勉
強
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
」
と
、
青
年

部
会
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ

て
く
れ
た
。

協
会
顧
問
で
あ
る
藤
丸
敏
氏

（
衆
議
院
議
員
）
か
ら
は
、「
日

本
人
の
心
に
あ
る
自
然
、
み
ど

り
を
身
近
に
植
木
の
あ
る
、
グ

リ
ー
ン
の
あ
る
生
活
に
し
て
い

き
た
い
。
若
い
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
ど
ん
ど
ん
話
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
熱
い
エ
ー
ル

を
頂
い
た
。

賛
助
会
員
の
参
加
は
、
㈱
東

海
化
成
、
㈱
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
、
大
信
産
業
㈱
、
㈱
阪
中
緑

化
資
材
、
オ
ー
セ
ブ
ン
㈱
が
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

議
長
選
任
で
は
愛
知
県
支
部

の
前
野
悠
樹
氏
が
就
任
し
、
議

事
録
作
成
人
を
神
奈
川
県
支
部

の
北
井
昭
裕
氏
、
石
井
萌
恵

氏
、
議
事
録
署
名
人
を
福
岡
県

支
部
の
田
篭
伸
之
氏
を
指
名
し

議
事
に
入
っ
た
。
議
長
よ
り
、

第
１
号
議
案
と
第
２
号
議
案
、

第
３
号
議
案
と
第
４
号
議
案
は

関
連
性
が
あ
る
た
め
、
一
括
審

議
の
提
案
が
あ
り
会
場
よ
り
賛

同
を
得
た
。

第
１
号
議
案

令
和
３
年
度
事

業
報
告
、
第
２
号
議
案

令

和
３
年
度
決
算
・
監
査
報
告

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

監
事
の
森
田
直
樹
氏
よ
り
令

和
３
年
度
決
算
は
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
と
報
告
が
あ
っ

た
。

第
３
号
議
案

令
和
４
年
度
事

業
計
画
案
、
第
４
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
予
算
案
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

役
員
改
選
に
つ

い
て

福
島
部
会
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、
そ
の
後
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案

次
回
開
催
地
に

つ
い
て

令
和
５
年
度
通
常
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
昨
年

度
延
期
と
な
っ
た
中
日
本
ブ

ロ
ッ
ク
に
て
開
催
す
る
こ
と
が

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。
以

上
の
議
案
を
も
っ
て
総
会
を
終

了
し
た
。

総
会
後
に
行
わ
れ
た
記
念
講

演
で
は
、
末
松
広
行
氏
を
お
招

き
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
農
林

水
産
業
・
植
木
産
業
『
持
続
可

能
な
地
域
産
業
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
講
演
内
容
を
６０
枚
程
ま
と

め
た
資
料
を
も
と
に
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。

ご
講
演
内
容
に
関
し
ま
し
て

も
、
私
た
ち
に
非
常
に
関
係
あ

る
森
林
の
状
況
に
つ
い
て
、
日

本
は
森
林
を
壊
さ
ず
に
経
済
発

展
し
た
国
で
あ
り
、
地
球
温
暖

化
対
応
、
生
物
多
様
性
対
応
と

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
森
林
の
恵
み

を
活
用
す
べ
き
と
仰
っ
て
い
ま

し
た
。
食
料
を
安
全
に
供
給
が

出
来
る
シ
ス
テ
ム
作
り
や
国
内

産
を
増
や
し
て
行
き
た
い
と
言

う
お
話
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
植
木
以
外
に
も
今
後
の
日

本
の
農
業
に
つ
い
て
話
を
聞
け

て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
植
木
産
業
の
発
展

の
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
さ
ん
達
か
ら
も

様
々
な
質
問
も
出
て
、
末
松
先

生
か
ら
も
解
り
や
す
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
２
度
目
の
オ
ン
ラ
イ

ン
総
会
で
、
ま
だ
ま
だ
至
ら
な

い
所
や
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
参

考
に
し
て
改
善
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

来
年
度
の
総
会
は
ぜ
ひ
会
員

さ
ん
達
と
対
面
に
て
開
催
さ
れ

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

社 園 名
㈲福岡緑化情報センター
㈲越川園
植島植木㈲
㈲足立農園
㈲田宮園芸
関東緑水㈱
持田植木
丁直植物園
大西農園種苗場
エンザイ緑販㈲
松山緑化園
㈱レコムグリーン
荒井苗木園

都道府県
福 岡
千 葉
東 京
埼 玉
鳥 取
茨 城
神奈川
愛 知
和歌山
福 岡
鹿児島
愛 知
茨 城

所属

事
総
総
事
総
事
事
総
総
事

氏 名
福 島 啓 輔
越 川 芳 弘
植 島 春 樹
森 田 圭
田 宮 愼 二
海老澤 伊器夫
持 田 瑛太郎
朝 岡 直 紀
大 西 淳 太
福 島 陽 平
松 山 真 一
森 田 直 樹
荒 井 秀 史

役 職
部 会 長
副 部 会 長
副 部 会 長
総務委員長
事業委員長

監 事
監 事

㈲小林養樹園
㈱埼玉植物園
英樹園
㈲鵜飼農園
㈱文化農園
㈱幽芳園
杉田園

東京
埼玉
神奈川
三重県
愛知
大坂
大坂

小 林 祐 輔
張 ヶ 谷 謙 太
漆 原 智 史
鵜 飼 勇 希
大 崎 晃 寛
溝 口 遼 馬
杉 田 達 彦

青
年
部
会

令
和
４
年
度
通
常
総
会

リ
モ
ー
ト
で
開
催

青年部 新入会員

総
務
委
員
長

森

田

圭

㈲
足
立
農
園
（
埼
玉
県
）

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

議長の前野悠樹さん

協会顧問
藤丸敏衆議院議員

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

問高津進一 高敬植木園（愛知県） ☎０５５６‐５４‐５３５３

ディクソニア アンタルクティカ
分類 ディクソニア科ディクソニア属

学名 Dicksonia antarctica
分布 オーストラリア東南部、ニュージーランド（出典：園芸植物大事典 小学館）
樹高 ８～１０m 耐寒温度 -３～-６℃
オーストラリア原産の耐寒性のある木生シダです。半日陰ではきれいに葉を展開するので、
傘を広げたような美しい姿を楽しめますが、直射日光などの強い光には弱く、葉が焼けて生育
が衰えますので、植える場所には注意が必要です。
春から秋の生長期は、生長点を乾燥させないように頻繁に灌水する必要がありますが、冬は
生長点が凍らないよう灌水には注意してください。

協会顧問
有村治子参議院議員

令和４、５年度新役員

講師の末松広行氏

左から持田さん、植島さん、部会長の福島さん、
講師の末松さん、越川さん、森田さん

協会会議室
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学校紹介

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

福
岡
県
立
久
留
米
筑
水
高
等
学
校

環
境
緑
地
科　

教
諭

古
賀　

大
治

１２
月
８
日
に
東
京
都
港
区
の

三
会
堂
ビ
ル
に
て
「
優
秀
農
林

水
産
業
者
に
係
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」が
開
催
さ
れ
、協
会
の
㈲
上

原
樹
苗
の
上
原
和
直
氏
が
、
林

産
部
門
天
皇
杯
を
授
賞
さ
れ
た

そ
の
業
績
発
表
の
後
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
多
く

の
質
問
に
真
摯
に
適
切
に
答
え

て
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
方
々
の
コ
メ

ン
ト
の
一
部

・
農
業
機
械
は
た
だ
輸
入
し
た

だ
け
で
な
く
工
夫
を
さ
れ
て
、

技
術
は
並
大
抵
な
も
の
で
は
な

い
。
・
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
ひ
と

り
が
勉
強
熱
心
で
対
応
が
素
晴

ら
し
い
。
・
多
様
性
で
あ
っ
て

も
地
域
性
苗
を
使
用
し
て
い
る

所
が
素
晴
ら
し
い
。
・
品
種
開

発
、
研
究
者
と
し
て
生
産
の
現

場
に
持
ち
込
み
、
お
客
様
が
満

足
で
き
る
所
ま
で
長
年
続
け
る

の
は
驚
異
的
。
今
後
も
お
手
本

と
な
っ
て
欲
し
い
。
・
先
を
読

む
こ
と
を
ご
自
分
の
役
割
と
し

て
自
覚
さ
れ
て
い
る
。
・
男
女

問
わ
ず
働
き
や
す
い
よ
う
に
し

て
い
る
会
社
の
方
針
が
と
て
も

素
晴
ら
し
い
等
と
賞
賛
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

上
原
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
の
一
部

「
苗
木
ビ
ジ
ネ
ス
は
本
当
に

大
変
で
す
。
広
葉
樹
の
生
産
と

仕
組
み
作
り
が
必
要
で
、
毎
年

階
段
を
登
る
よ
う
に
少
し
ず
つ

苗
木
の
種
類
が
増
え
て
い
き
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
続
け

て
き
た
ら
、
１
０
０
種
類
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
針
葉
樹
コ

ン
テ
ナ
苗
は
盛
ん
に
な
っ
て
き

た
の
で
、
は
だ
か
苗
を
や
め
て

針
葉
樹
コ
ン
テ
ナ
苗
に
シ
フ
ト

を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
大
量
の
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
が
必

要
だ
と
い
う
対
応
の
時
に
、
一

気
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。女

性
の
仕
事
に
関
し
て
は
、

仕
事
に
男
女
分

け
隔
て
な
く
、

能
力
を
発
揮
で

き
る
仕
事
を
し

て
頂
い
て
、
結

果
と
し
て
女
性

が
多
い
職
場
に

な
っ
て
い
っ
た

ん
で
す
。
皆
さ

ん
に
「
な
る
べ

く
有
休
使
っ
て

下
さ
い
」
っ
て

言
っ
た
結
果
と

な
っ
て
い
ま

す
」
と
、
素
晴

ら
し
い
回
答
内

容
を
植
木
協
会

の
皆
さ
ん
に
も

聴
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し

た
。い

き
な
り
客
席
に
い
た
上
原

さ
ん
の
奥
様
が
女
性
の
活
躍
に

つ
い
て
、「
就
業
し
や
す
い
た

め
に
、
就
業
・
休
み
時
間
等
を

き
ち
ん
と
設
定
し
、
有
休
も
取

り
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
女
性
が
メ
ン
タ
ル
、
体
の

こ
と
を
私
に
も
気
軽
に
話
せ
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。
休
憩
所
や
ト
イ
レ
の
要

望
を
率
先
し
て
意
見
を
聞
い
て

い
ま
す
」
と
、
的
確
に
丁
寧
に

回
答
さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
上
原
さ
ん

は
、「
格
好
よ
く
言
う
わ
け
で

は
な
く
て
、
苗
木
屋
さ
ん
だ
け

が
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
の
で
は
な

く
、
森
を
作
る
人
、
育
て
管
理

す
る
人
と
色
々
な
人
が
関
わ
っ

て
、
二
人
三
脚
で
大
き
な
仕
組

み
全
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
豊
か
に

な
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

業
界
全
体
の
発
展
を
願
っ
て
い

る
言
葉
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
締

め
く
く
っ
て
い
ま
し
た
。

１
．
学
校
の
概
要

本
校
は
福
岡
県
久
留
米
市
に

位
置
し
て
お
り
、
創
立
１
１
４

年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
専
門

高
校
で
す
。
昭
和
３７
年
に
造
園

科
を
設
置
し
、
平
成
元
年
に

は
、学
科
名
を「
環
境
緑
地
科
」

と
変
更
し
環
境
デ
ザ
イ
ン
や
緑

地
土
木
等
の
業
務
に
関
す
る
経

営
者
や
技
術
者
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
本

校
に
は
、
生
物
工
学
科
、
食
品

流
通
科
、
環
境
緑
地
科
の
農
業

に
関
す
る
３
つ
の
学
科
が
あ

り
、
令
和
３
年
度
入
学
生
か
ら

は
、
新
た
に
「
農
業
に
関
す
る

学
科
」
を
１
年
次
に
設
定
し
ま

し
た
。
農
・
食
・
環
境
に
つ
い

て
専
門
分
野
を
幅
広
く
学
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
．
特
色
あ
る
教
育
活
動

本
校
が
位
置
す
る
久
留
米
市

は
、
全
国
で
も
有
数
の
植
木
の

産
地
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
造

園
関
連
の
企
業
も
多
い
た
め
、

現
場
実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）
な
ど
多
く
の
企
業
の
方
々

と
連
携
し
、
次
世
代
の
地
域
産

業
を
継
承
す
る
担
い
手
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
学
科
の
教
育
方
針
と
し
て

も
、
農
業
関
連
産
業
で
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
や
農
業
後
継

者
の
育
成
な
ど
、
地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
指
し
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

１
年
次
で
は
、「
農
業
と
環

境
」「
総
合
実
習
」「
農
業
情
報

処
理
」
を
学
び
ま
す
。
総
合
実

習
で
は
、
農
業
に
関
わ
る
３
つ

の
学
科
「
生
物
工
学
科
」「
食

品
流
通
科
」「
環
境
緑
地
科
」

の
授
業
内
容
に
つ
い
て
基
礎
的

な
内
容
を
学
び
ま
す
。

２
年
次
で
は
、「
測
量
」「
造

園
計
画
」「
造
園
技
術
」「
総
合

実
習
」
を
学
び
ま
す
。
こ
の
学

年
で
の
目
標
は
、
庭
園
制
作
で

す
。
自
ら
計
画
し
、
デ
ザ
イ
ン

設
計
し
た
も
の
を
具
現
化
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑴

校
外
庭
園
制
作
及
び
樹
木

管
理
実
習

地
域
の
方
か
ら
の
依
頼
に

よ
っ
て
庭
園
制
作
や
樹
木
剪
定

管
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
福
岡
県
教
育
庁
南
教
育
事

務
所
の
正
門
前
に
石
庭
を
制
作

し
ま
し
た
。
庭
園
制
作
の
テ
ー

マ
は
「
瞑
想
と
静
寂
」
で
す
。

筑
後
の
大
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

制
作
し
て
い
ま
す
。
剪
定
管
理

実
習
で
は
、
授
業
で
身
に
付
け

た
知
識
・
技
術
を
も
と
に
個
人

庭
園
の
管
理
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
の

も
と
、
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を

発
揮
で
き
る
場
所
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
、
実
践
力
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

⑵

資
格
取
得

全
員
合
格
を
目
指
し
て
、
造

園
技
能
検
定
３
級
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
５
月
下
旬
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
夏
季
休
業
中
に
は

も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
の
指

導
の
も
と
、
猛
暑
で
も
生
徒
た

ち
は
全
力
で
課
題
作
品
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑶

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

毎
年
２
月
に
久
留
米
市
柳
坂

曽
根
櫨
並
木
剪
定
管
理
実
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
櫨
並

木
（
県
指
定
天
然
記
念
樹
）
の

保
存
活
動
は
、
福
岡
県
・
久
留

米
市
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま

す
。
２
０
０
本
の
櫨
老
齢
樹
の

剪
定
及
び
施
肥
を
行
い
、
樹
勢

の
回
復
と
維
持
を
図
る
活
動

で
、
日
本
街
路
樹
１
０
０
景
に

も
選
ば
れ
て
い
る
た
め
地
域
の

期
待
も
大
き
い
取
り
組
み
で

す
。３

年
次
で
は
、「
ガ
ー
デ
ン

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」
と
「
造
園

施
工
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
専
門

の
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

「
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
」
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
中
心
と

し
た
庭
園
設
計
に
取
り
組
み
ま

す
。
毎
年
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
に
多
く
の
個
人
作
品
を
出
展

し
入
賞
し
て
い
ま
す
。
設
計
業

務
に
必
要
な
内
容
を
中
心
に

様
々
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
作
成
す
る
技
術
や
手
法
を
学

び
ま
す
。「
造
園
施
工
コ
ー
ス
」

で
は
、
校
内
緑

化
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。
日
本
一
の

学
校
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
、

坪
庭
や
枯
山
水

式
庭
園
、
癒
し
の
空
間
な
ど
庭

園
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

⑴

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

独
居
高
齢
者
宅
庭
園
管
理
実

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
庭
園

管
理
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
と

の
交
流
も
含
め
楽
し
く
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

⑵

資
格
取
得

希
望
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、

毎
年
１０
名
程
度
が
造
園
技
能
士

２
級
取
得
に
向
け
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

３
．
ま
と
め

緑
化
産
業
が
活
発
な
地
域

で
、
一
人
で
も
多
く
の
後
継
者

が
輩
出
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
新
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
本
学
科

も
「
造
園
デ
ザ
イ
ン
科
」
と
学

科
名
等
を
改
編
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
優
秀
農
林
水
産
業
者
に
係
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
て

令
和
２
年
度
林
産
部
門
の
天
皇
杯
を
受
賞
さ
れ
た

㈲
上
原
樹
苗
（
福
島
県
）
の
上
原
和
直
さ
ん

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
全
国
へ
、多
様
な
苗
木
を
届
け
る
生
産
者

多品種の広葉樹の育苗技術に、ICT技術による情報共有

庭園制作実習

校内管理実習（総合実習）

石組み実習（造園技術）

天
皇
杯
受
賞
理
由

①
地
域
の
概
要

南
相
馬
市
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

授
賞
者
の
取
組
の
経
過
と
経
営
現
況

甚
大
な
被
害
を

受
け
な
が
ら
も
事
業
を
継
続
し
、
被
災
前
は
年
間
生
産

量
が
１
５
０
万
本
に
対
し
て
現
在
は
２
０
０
万
本
を
超

え
る
生
産
者
と
な
っ
た
。

②
受
賞
者
の
特
色

幅
広
い
需
要
に
こ
た
え
た
苗
木
生
産

針
葉
樹
・
広
葉

樹
を
合
わ
せ
て
１
０
０
種
類
以
上
の
樹
種
の
苗
木
を
生

産
し
、
販
売
先
も
全
国
に
渡
っ
て
い
る
。

女
性
の
活
躍

機
械
化
を
図
り
男
女
問
わ
ず
働
き
や
す

い
環
境
作
り
に
配
慮
し
た
結
果
、
正
規
職
員
の
７
割
が

女
性
を
占
め
て
い
る
。
長
く
働
け
る
よ
う
制
度
整
備
も

し
て
い
る
。

③
普
及
性
と
今
後
の
発
展
方
向

機
械
や
シ
ス
テ
ム
の
改

良
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
な
ど
様
々
な

技
術
を
保
有
し
て
い
る
。
全
国
各
地
か
ら
視
察
を
受
け

入
れ
、
育
苗
技
術
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
今
後
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

➡

上原和直さん質問に答える奥様

全国から視察を受け入れている

従業員の皆さん

シンポジウム風景

癒しの空間２（生徒作品）

２級造園技能検定

ハゼ並木剪定管理実習

福岡県教育庁庭園

工程を機械化し、
スタッフの負担を軽減
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シリーズ 社 紹介紹紹んん

㈱京都芳樹園
ルポ

No.11

（京都府京都市）

お洒落な売店をオープンされたのですね？
小島さん「１９年目です。軌道に乗り始めたのが、ここ
２年位です。『バーミースクエア』という園芸売店は
祖父小島平造がいずれ事業形態が変わる可能性がある
と思い設立しました。京都は商習慣が古いので、問屋
が小売りをするので商品価格の一部を伏せていました
が、最近 SNS 等の普及で価格を伏せていてもしょう
がないので売店敷地内に限り価格をすべて提示しまし
た」。…同業者さんに気を遣われていたのですね。

どんな売店なのですか？
「売店部スタッフは５人でディスプレイも一生懸命考
えています。『社長、〇〇していいですか？』と、よ
く提案してくれます。提案や意見は、出来るだけ尊重
しています。私はそっと離れて売店の様子を見ていま
す。お客さんがどういう反応をするか？また話の中に
ヒントがあったりします。そういうエンドユーザー様
の反応が見れるのは有難いですね」と言う。

現在は生産、卸、売店と３部門の経営ですか？
「弊社は役員を除き１１名で部門は生産部門・卸部門・
売店部門の３部門あり、年齢は２４歳～７３歳の方がいま
す。一応部門を分けていますが、規模の小さい事業所
なので、スタッフ全員で事業を支えてもらっています。
生産は京都府福知山市夜久野町にある夜久野農場で
しています。樹木の場合は苗木を購入し２次生産を主
にしていますが、グランドカバー類等は株分けや播種
で生産しています。もちろん挿し木をしています。依
頼があれば大鉢等の規格外商品の委託生産にも対応し
ています。京都府に拠点があるので、和庭園によく植
栽されるイロハモミジ等は色々な樹形を生産していま
す。生産方法も畑の大径木の木陰に植え込み、枝先や
樹形の雰囲気が柔らかい木樹形が出来るように工夫し
ながら生産しています。公共緑化で使用される真っす
ぐな樹形とは違い、土地柄柔らかい樹形のイロハモミ
ジが好まれる傾向があります。卸売りはお客様に希望
に沿った商品を自社農場を含め全国から調達し販売し
ています。特に気を付けているのは品質です。」

社内の雰囲気は？
「社内は自由で風通しはいいかと思います。勤続は
３０、５０年と長いですし、休みも取り易いようにしてい
ます。若い社員も和気あいあいとして『社長！給料足
りなかったらアルバイトしていいですか？』って聞く
んで大笑いをしたこともあります。社長として“こう
あるべき”とはありますが、『この世代の子はどう考
えているのだろう？』と、寄り添うように考える方が
強いです」と言う。

社員さんや会社を守るのは大変ですよね？
「社員だけでなく、その家族もあります。その責任を
考えると本当に大変」と、笑顔の中に経営者の本音が
聞けました。近年は時代の流れや変化が目まぐるしい
ので、今の時代に合わせた経営をしていきたいです。

植木の値段が上がらないと聞きましたが…。
「“いつまで経っても植木の価格が上がらない”これが
業界最大のテーマです。この木をここまで育てるのに
何年かかってると思うと、がっかりすることもありま
す。だから、私は京都芳樹園が納品した商品は枯れに
くい等 ブランディングしていきたいです。ただ買っ
てきて、１．○倍を掛けて売るだけの商いなら私は辞め
てますね。面白くないもん！」と。「やっぱり、小島
さんは植木が好きなんですね」と私が言うと、「それ
皆に言われるんです」と、くしゃっと笑ったお顔が印
象的でした。

小島さんの仕事へのこだわりは？
「これだけ SNS 等が急速に広がり便利になったけ
ど、『植木は写真でなくて、足を運んで現物を見ない
とダメだよ』と言い続けています。私は注文でも仕入
れの時も自分の目で見ます。お客様に出すのも検品し
ていますから、ダメだと判断したらすぐに差し替えま
すし、自社の農場で作り直しもします。とにかく芳樹
園という会社は品質だけはうるさい会社ですから、品
質は絶対です。
弊社を選んでいただいて、こんな木が欲しいと依頼
されたら、意地でその木を探してきます。本当に無け
れば御免なさいですが・・・お客様が求める植木を簡
単にできないとは言わない。その事は絶対忘れないで
続けて行きたいです。うちは量販店だけど量販店にな
りたくない、専門店でいたいという気持ちです」と、
小島さんの責任感と、その信用が次の仕事に繋がるの
だと思いました。

最近はどんな木の種類が人気ですか？
「山採りの木が人気です。でも、生産者からすると複
雑な気持ちになると思います。また、全員では無いと
思いますが、私は山採りをしている現場を昔見たとき
重機で掘り取りをしたあとがそのままになっていて、

なんとも言えない気分でした。苗木を植えて山を大切
にしていかなければいけないと思っています。だから
自分で山採りの木を作りたいのですが、畑で育てると
真っすぐすくすく育ってしまうので難しいです」と、
話を聞くたびに、やはり心底植木が好きなんだと思い
ました。

老舗の跡継ぎとしてプレッシャーはありま
したか？

「高校生まで植木屋さんになろうと思ってなかった
し、親からのプレッシャーもなかったです。母に『念
のため受験しておいたら？』と言われ東京農大を受験
しました。同期先輩後輩が多く、勉強にもなりまし
た」。きっとお母さまの育て方とレールの引き方が上
手なのだと思いました。
「植木の商売は特殊で、工業製品等とは違い商品にな
るまで最低数年は掛かる商売を販売しています。生産
量を急激に増やしても直ぐに出荷は出来ないし、ノウ
ハウも要ります。嗜好品ですし、その辺のバランスを
考えながらだから先を読むのも難しいです。お爺さん
の平造さんも『植木の商売は絶対に無くなることはな
い。最後まで生き残ったもの勝ち』って言ってました。
そうなりたいものですね」と語ってくれました。

今も青年部会時代からの仲間も多いですよ
ね？

「はい、本当にいい仲間が出来ました。そこそこの年
齢になってその仲間で商売をやっていくんです。青年
部会は１０年、２０年後がメリットなんです。青年部には、
“優等生になっちゃだめよ！”ってこと。青年部が委
縮している業界はダメになってしまいます。だから親
会は、青年部会がやりたいってことに協力して欲しい
です」と、さすが８年間も青年部会の幹事として引っ
張ってきた方の言葉だと思いました。

最後に今やりたいことは？
「ブラックバス釣りもまたしたいですし、商売で全国
の植木産地に行ってますが、いつも観光地の横を通り
過ぎて畑に行っているので、ゆっくり日本を見て回り
たいです」。

社長の小島幹央さん

売店『バーミースクエア』

岸本真侑さん

売店の従業員の岸本さんにリモートで質問。
入社半年で、高校、大学と造園

科を卒業して転職で京都芳樹園に。
『園芸、造園と垣根がない今、うち
は勉強になるよ』の社長の言葉通
り、植物の触れる幅も量も多いです
し、色々挑戦させてくれるので自分
が成長できると言う。『いい会社に
就職できて嬉しく思ってます』と笑
顔が可愛い岸本さん。週末はウサギ
さんを世話して癒されているそう。

圃場のシダレ桜

京都で大正４年創業の（株）京都芳樹園の４代目社長となった小島幹央さ
ん。歴史ある町で由緒ある会社を受け継いだ難しさの中、将来に向けた売
店事業を軌道に乗せました。生粋の植木問屋で生まれ育った小島さんは、
意地とプライドの持ち主。その根源にあるものは“結局は植木が好き”。
うちの会社を選んでくれたんだから品質は絶対だし、要望の木も意地
で探すと、会話の中で何度も“意地”というWord
が出てきた少しシャイな小島幹央さんと従業員さん
を紹介します。

広い圃場

生
産
担
当
の
右
か
ら

松
下
さ
ん
、

農
場
長
の
高
橋
さ
ん
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（一財）自然公園財団 専務理事 鳥 居 敏 男

連載「自然に想う」 ◆プロフィール
1961（昭和36）年生　1984年環境庁（当
時）入庁。上信越高原、瀬戸内海、釧路湿
原、知床などの国立公園の現場管理に携
わる。本省国立公園課長、自然環境計画課
長などを経て、自然環境局長を最後に2021
年退職。

teatime
ちょっと一息、ほっこり出来るような記事を
募集しています。是非お送り下さい。

１．さまざまな公園
日本には○○公園というのがたくさんあります。環境省が所管する自然公園法
に規定されている公園には、国立公園のほかに国定公園や都道府県立自然公園と
いったものがあります。国立公園は国（環境省）が指定し、国が管理します。国
定公園は国が指定し、都道府県が管理します。都道府県立自然公園は都道府県が
条例に基づいて指定と管理を行います。このほかにも、国土交通省が所管する都
市公園法に規定されている公園の中には、国営公園という面積が数百 ha に及ぶ
大規模なものもあります。また、皇居外苑、新宿御苑、京都御苑は大都市の中に
位置しますが、国民公園として環境省が所管しています。これは戦後、GHQの
意向もあり、皇室財産だった苑地の管理を、当時国立公園を所管していた厚生省
が行うことになり、環境庁設置の際に移管されたことによります。

２．どんな地域が国立公園になるの？
自然公園法では、国立公園を「我が国の風景を代表するに足りる傑出した自然
の風景地（以下略）」と、国定公園を「国立公園に準ずる優れた自然の風景地（以
下略）」と定義しています。ただこれだけ読んでも抽象的で判然としませんね。そ
こで国立・国定公園の選定について、図に示すような面積要件が環境省から示さ
れています。

米国やカナダの国立公園
は国が所管する国有地であ
り、国立公園の指定目的に
沿った土地利用が営まれま
す。それに対して日本の国
立公園は土地の所有に関わ
らず、地域を指定し、一定
規模以上の開発行為に規制
をかけています（日本の国

立公園の約１／４は私有地）。したがって国立公園の運営は、国（環境省）が主
体となるものの、国の他の行政機関、関係自治体や民間企業、団体などさまざまな
関係者と連携・協力して行われているのが特徴です。このような公園制度を「地域
制公園」と呼んでおり、日本のほかに英国や韓国の国立公園もこれに該当します。

３．指定目的の移り変わり
次に国立公園の歴史について触れたいと思います。世界で最初の国立公園とし
て明治５（１８７２）年、米国にイエローストン国立公園が指定されると、日本にお
いても国立公園の指定に関する要望が各方面から挙がり始めました。その主たる
動機は観光振興であり、外貨の獲得という狙いもあったようです。大正期に入り
内務省に「国立公園調査会」が設置され、昭和６（１９３１）年に自然公園法の前身
である国立公園法が制定されました。そして日本で最初の国立公園として、昭和

９（１９３４）年３月に瀬戸内海、雲仙、
霧島の３公園が指定されたのです。
今から９０年近く前のことです。その
後順次国立公園の指定は続き、令和
４年３月末現在、３４公園、国土面積
の約５．８％に及んでいます（国定公
園は５８公園、約３．９％）。
前述のとおり国立公園は我が国を
代表する自然の風景地を選定してい
る訳ですが、その考え方にも時代と
ともに変化が生じました。その現わ
れが昭和６２（１９８７）年の釧路湿原国
立公園の指定です。釧路湿原は我が国最大の湿原ですが、景観的には単調かつ平
板で評価が低かったのです。しかしタンチョウをはじめとする希少な野生生物が
生息し、生態系保全上の重要性が評価され、国立公園に指定されました。もとも
と風致景観の観点には、見た目だけではなく音や香りといった五感で得られる要
素も入っていますが、そのような人間が主体となった観点だけではなく、生態系
や生物多様性の観点からの重要性が評価の視点に加わったと言えます。この考え
方に沿って、二次的な照葉樹の森が広がる奄美大島や徳之島などが平成２９（２０１７）
年に国定公園から奄美群島国立公園に格上げ指定され、さらに令和３（２０２１）年
には世界自然遺産に登録されました。（写真１参照）

４．旅の目的地になる国立公園を目指して
諸外国では国立公園が高いステータスを有している一方で、残念ながら日本で
は国立公園の知名度がそれほど高くありません。戦前戦後の一時期、国立公園や
国定公園が特殊切手として発売されました（写真２参照）。あの頃は国立公園の
ステータスはまだ高かったように思います。しかし先般、
ある大学の先生に聞いた話ですが、行ったことがある国立
公園を学生に尋ねたところ、ほとんどの学生が「無い」と
答えたそうです。ただよく聞いてみると箱根や日光には
行ったことがあると話します。つまり国立公園には行って
いても、そこがそうだと認識していない、言い換えれば国
立公園が行く先の目的になっていないということなので
す。確かに「世界遺産」には行ってみたいと思うのに「国
立公園」に行きたいという話はあまり聞きませんね。環境
省は、国立公園の魅力を高めるため平成２８（２０１６）年から
「国立公園満喫プロジェクト」に取り組んでいます。国立
公園の魅力をもっと発信して、「国立公園に行きたい」人
を増やしていければと思っています。

シリーズ

写真２：国立公園切手
「中部山岳国立公園」

写真１：奄美群島国立公園の照葉樹林
（環境省提供）

昔からの集落の中に位置し、民家の敷地内に存在していた物とみられます。現在は、民家の間の畑の中に高々と
そびえ立ち、美しい樹形で、秋には沢山の柿の実をつけ、紅葉と共に美しい名物の柿の木です。
主幹は真っすぐに上空に育ち、腐朽が全く無く、樹形樹冠の美しい柿の木です。
現在も１１月下旬には実を収穫し、干し柿を作っており、野鳥も多く飛来して残った柿の実を食餌し、田舎独特の
風習が見られます。渋柿は、昔から柿渋の材料であり、多くの材木竹材の建物や生活用品などの保存や艶出しに塗
られ、利用されています。

Ｈ高さ２３．０ｍ
Ｃ幹周２．２ｍ
Ｗ幅９．０ｍ
樹 齢：推定４００～５００年
福岡県うきは市
吉井町耳納山麓下部

図：自然公園の体系

巨巨巨巨巨巨巨巨巨巨木木木木木木木木木木のののののののののの渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿・・・・・・・・・・丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿
古賀 隆博

㈲総合緑化コガキュー（福岡県）
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teatime

お知らせ

ちょっと一息、ほっこり出来るような記事を募集しています。是非お送り下さい。

会員動向
社園名・代表者変更
�()新 ㈱植広園（兵庫県） 辰巳広之
代表者変更
㈱加藤グリーンサプライ（愛知県）
�()新 岩田悠揮
訃 報

�長島 芳雄 様（協会会員）
㈲安行盛農園 （埼玉県）

令和４年４月４日没 享年７８歳
�後藤英範様（後藤保範氏の御祖父様）
㈲大阿蘇造園（熊本県）
令和４年１月１８日没 享年８６歳
�坂口利子様（坂口清貴氏の御母堂様）
㈱坂口植物園（埼玉県）
令和４年２月２０日没
�仲田 茂様（仲田茂司氏のご尊父様）
㈲仲田種苗園（福島県）
令和４年３月２０日没 享年８８歳

「樹木識別のポイント講習会」参加募集
植木圃場から教室に生きた樹木の枝葉を持ち込ん
で、似ていて間違いやすい樹種を葉と枝だけで見分け
るポイントを学びます。樹木識別のスペシャリストを
目指す方におすすめです。
１．日時・場所 緑と水の市民カレッジ
第１回６月１０日㈮ １３：００～１６：００
第２回６月２４日㈮ １３：００～１６：００
東京都千代田区日比谷公園１‐５

２．講師 協会員：川原田邦彦氏、吉澤信行氏、
山﨑隆雄氏、八木峰夫氏

３．費用 一般：５，０００円、学生：３，０００円
４．定員 各３０名（会場の都合により先着順）
５．造園 CPD・樹木医CPDプログラム認定 申請中

「環境緑化樹木識別検定試験」実施のお知らせ
環境緑化樹木識別検定試験は、みどり豊かな環境形
成に重要な樹木１００種類の名前を正しく識別する検定
です。
１．日時・場所 令和４年７月９日㈯ １３：００～１５：００
東京都大田区南蒲田１‐２０‐２０ 大田区産業プラザ PIO

２．受験料 一般：８，０００円、学生：４，０００円
３．申込締切 令和４年６月３０日㈭
４．造園 CPDプログラム認定 申請中

令和４年度 都道府県別供給可能量調査 開始
全支部の提出に向けご協力をお願いします。

調査期間：令和４年７月１日㈮～７月３１日㈰
※６月下旬に入力用システム搭載のＣＤを支部長及び
各支部のＩＴ委員にお送りします。
※調査結果は官公庁及び造園関係団体にＣＤ配布し、
協会ホームページでも公開し、材料調達時の参考にし
ていただいています。

令和４年度 社園別生産数量調査 開始案内
協会事業である社園別生産数量調査を下記日程で実
施します。全社園様の提出に向けご協力をお願いしま
す。

調査期間：令和４年６月２５日㈯～７月２０日㈬

①協会ホームページの会員ページにログインし、ID
とパスワードを入力し、社園別生産数量調査入力用シ
ステムをダウンロードします。
②データを入力。③入力完了後アップロード送信。
別紙「入力マニュアル」を同封します。

生産数量調査代行入力について
生産数量調査について、エィコスに代行入力をお願
いすることも可能です。代行入力は有償で約７０円／
件、及び結果資料の送付料金等となります。希望され
る方は、下記にご連絡下さい。エィコス 大畠 寿裕
（Tel）０４５‐３０９‐００１８（Mail）sp_ohata@daiary.ocn.ne.jp
（作業方法）
入力シートをお送りしますと見積りが着き、了承いた
だいてから作業をし結果をお送りします。ご確認頂い
た結果を調査入力結果とします。

植生調査委員会 令和４年度
植生管理士スキルアップセミナーのご案内
「武尊（ほたか）の自然と人間との関わり」をテー
マに群馬県片品村の武尊牧場ブナ林調査を行うと共に
川場村ヒロイド原新植栽地での植栽管理手法を研修い
たします。当日は植生管理士及び植生アドバイザー育
成講座の先生方がご案内いたします。
１．日時 令和４年６月２４日㈮～６月２５日㈯
２．集合
①JR上越新幹線上毛高原改札前 ２４日１１：４５集合
②車の方は世田谷区民健康村なかのビレジ

２４日１２：４５集合

３．観察地 群馬県片品村武尊牧場ブナ林、群馬県川場
村ヒロイド原新植栽地

４．定 員 ３０名（先着順）
５．参加費 ２８，０００円（宿泊料、講師料、保険料など）
６．宿 泊 世田谷区民健康村なかのビレジ
７．講義内容
１日目 片品村武尊牧場ブナ林調査、夕方より座学
講習、２日目 川場村ヒロイド原新植栽地での植栽
管理講習

８．参加申込 ５月３１日㈫まで。申し込み用紙と詳細は
別紙同封。

令和４年度 植生アドバイザー育成講座
受講生募集

講座は全３コースで構成されており、その優れた内
容が評価され、環境省と農水省共管の「人材認定等事
業」の育成事業として登録されています。
１．日時：令和４年８月２５日㈭～２７日㈯
２．内容：
①年目「Ａ植生調査コース」：植生学の基礎、日本の
植生、植生調査方法、野外実習、データ整理と解析
②年目「Ｂ植生景観調査コース」：植生景観の基礎、
植生景観調査方法、野外実習、データ整理と解析、
景観区分図の作成と修復計画
③年目「Ｃ植生復元・モニタリングコース」：生態学
的緑化方法、植生景観計画に基づいた植栽計画、植
生景観に基づく緑化工法事例
各クラスとも事前・事後ビデオ講習あり。

３．講師：植生学の専門家の先生方で実施いたします。
４．開催場所：なかのビレジ

（群馬県利根郡川場村中野６２６）
５．受講料：協会員６０，０００円 協会員以外６５，０００円

（７月１５日までの早期お申込みの方は６３，０００円）
（受講料は税込価格、研修費・宿泊費等を含みます）

問合わせ：協会事務局 ☎０３‐３５８６‐７３６１

シリーズ

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

問古川和生 古川庭樹園（大阪府） ☎０７２１‐９３‐２６７３
り きゅう ばい

利 休 梅
Exochorda racemosa

８年前の夏、モンゴルへ行きました。モンゴルは私がぜひ行ってみた
い国の一つであったことや、大相撲でのモンゴル人力士の活躍などに
よって親しみ深く感じていました。モンゴル国内においても、広く国民
の間に日本への親しみが広がっているそうで、日本語学習熱が高まって
おり、日本への留学生も増加しています。（コロナ禍前）
ロシアと中国に囲まれ、国土の大半を草原地帯が横たわるモンゴル高
原。ゲル（テント）での宿泊も体験いたしました。真夏のはずが夜中に
はとても寒くなり、スタッフの方が暖を取るための薪を持ってきてくれ
ます。日本人の私からすると、とても過酷な生活に思えましたが、彼ら
にとってはそれが日常なんだと思い知らされました。また、モンゴル高
原といえば馬のイメージでしたが、ラクダも多いことに驚きました。私
もラクダに乗り、遊牧民気分を味わいました（写真）。
１９９０年代からは首都ウランバートルへ移り住み、定住する方も多いそ
うです。これからの発展が楽しみな国です。また訪れたいと思いました。

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危
惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

中国原産の落葉低木で日本には明治末期
に渡来しており、バイカシモツケやウメザ
キウツギ、マルバヤナギザクラなどの別名
があります。耐寒性に優れ、育てやすいた
め庭木や公園樹として普及しています。
春に枝先に短い円錐花序をだし、花径４
㎝前後の白い花を６～１０輪つけ、下から先
端に向けて徐々に開花します。
白い花と若葉のライムグリーンの色合い
がとても新鮮でさわやかな印象です。つぼ
みが丸く愛らしい形をしており、真珠のよ
うに見えることからパールブッシュ
（Pearl bush）の英名があります。満開
になっても派手さをあまり感じさせない花
と趣のある枝ぶりが茶人に好まれ、茶花と
して広く利用されてきました。このことが
「リキュウバイ」と呼ばれる名前の由来の
ようです。

モモモモモモモモモモンンンンンンンンンンゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴルルルルルルルルルル
丹下 幸雄

㈱瀬戸内園芸センター（愛媛県）

連連連連連連連連載載載載載載載載「「「「「「「「私私私私私私私私のののののののの趣趣趣趣趣趣趣趣味味味味味味味味」」」」」」」」③③③③③③③③


